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	判定
	コメント

	1. 目的と課題
	
	
	

	2. 解説
	
	
	

	3. 実験使用機器一覧
	
	
	

	4. 実験1
	
	
	

	5. 実験2
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【注：以下の章立てを遵守する．レポート内の図表は，図番号，表番号を用いて必ず本文中で参照する．参考文献は文献番号を用いて必ず本文中で引用する．赤字は提出時に削除すること．】
【テキスト，レポートテンプレート，回路図テンプレートのデータは講義webページからダウンロード可能．】
1. 目的と課題
【実験に関する目的と課題を記載する】
2. 解説
【メモリ素子，バス，トライステートバッファについてそれぞれ解説する】
3. 実験使用機器一覧
【実験全体で使用した機器について，機器名，メーカー，型番号を一覧表にまとめる(メーカー・型番についてはわからなければ空白でかまわない)】
4. 実験1
4.1 概要
【実験1の概要について，文章および図を記載する．詳細な回路図は不要．】
4.2 使用IC

【実験1で使用したIC（74189，74161，74541）について，それぞれ動作状態表を記載し，動作を文章で説明する．】
4.3 動作確認手順

【実装した回路の動作確認手順を説明する．】

4.4 実験結果

【手順4（RAMからのデータの読み込み）の回路動作結果について，各ICの動作と共に，アドレスバスLEDとデータバスLEDの点灯順序を説明する．】

5. 実験2
5.1 概要

【実験2の概要について，文章および図を記載する．詳細な回路図は不要．】
5.2 使用IC

【実験2で新たに使用したIC（74574）について，動作状態表を記載し，動作を文章で説明する．】
5.3 動作確認手順

【実装した回路の動作確認手順を説明する．】

5.4 実験結果

【手順3（RAMからのデータのフェッチ）の回路動作結果について，各ICの動作と共に，アドレスバスLEDとデータバスLEDの点灯順序を説明する．】

6. 実験3
6.1 概要

【実験3の概要について，文章および図を記載する．】
【JK-FF IC (7476)の動作状態表および文章による説明は不要．】
6.2 制御回路の設計

【G1，G2，CK1，CK2のそれぞれに4クロックサイクルでどのようなタイミングパルスを生成すればよいか，文章で説明する．】
【タイミングチャートを記載する．】
【Q1，Q2，G1，G2，CK1，CK2の真理値表を記載する．】
【G1，G2，CK1，CK2の論理式を記載する．】
6.3 論理回路図

【ブレッドボード上に実装した回路全体について記載する．制御回路のみでは×．】

【回路図はPowerPointやエディタ（例: 水魚堂BSch3V, http://www.suigyodo.com/online/schsoft.htm）を使用して書く．】
6.4 動作確認手順

【実装した回路の動作確認手順を説明する．】

6.5 実験結果

【手順3（RAMからのデータのフェッチおよび読み込み）の回路動作結果について，各ICの動作と共に，アドレスバスLEDとデータバスLEDの点灯順序を説明する．】

7. 考察
【考察を記載する（例: 各実験の設定値の意味，プロセッサの模擬動作，ICの仕様，回路図の改良，配線の改良，RAMの揮発性と動作確認手順の関係，論理素子の種類と数，etc．個々の実験ごとに別に考察を記載しても，全体を通した考察でもよい）．】
8. 課題
8.1 実験2の動作確認手順において，仮に実験1と同じ設定値をRAMに書き込んだ場合，実験2の動作確認手順3.3のアドレスバスLEDおよびデータバスLEDの表示はどのように変化するか説明せよ
【説明文を記載する．また，必要に応じて図表を用いる．】
8.2 実験3の動作確認手順において，自身の学籍番号をRAMの1000から1101番地に書き込んだ場合，動作確認手順3における14サイクル目の動作について説明せよ（14サイクル目における1クロック目から4クロック目までのアドレスバスLEDおよびデータバスLEDの状態を明記すること）
【説明文を記載する．また，必要に応じて図表を用いる．】
8.3 （オプション課題）今回の実験では命令コードを扱っていないが，もし命令コードを含む情報がIRに格納される場合，回路構成上必要な改良について考察せよ
【説明文を記載する．また，必要に応じて図表を用いる．】
9. 感想
【記載は任意】
10. 参考文献
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